「０９年8月ヒロシマ＆奇跡の再会！？」報告
（１）８月６日　広島厚生年金会館
「被爆64周年　8・6ヒロシマのつどい」に、私も会員である「九条改憲阻止の会」の20名の方たちと一緒に参加してきました。
実行委員会委員長の森島吉美・広島修道大学教授が『今年の「集い」は、①被爆の原点（1945年8月6日の広島）、②「歴史から学ぶ」－被爆の原点と「今、ここ」－戦争の加害と被害、③「広島から学ぶ」－広島から世界へ、世界から広島へ－、からなる。
　若者が己の創造力を未来に向けて発揮する場と（「戦争と市民」展－音楽も含む）、先の加害責任をとことん追及するシンポジウムの二つからなる。二つが同時に進行する。

　過去と未来の橋渡し、それが2009年8月6日に生きる我々のなしうること。』

と書いておられ、集会はその通りに進みました。被爆者の方たちの証言（過去から現在に続く被害）･重慶爆撃訴訟団の原告の方の証言（過去から現在に続く加害）、大久野島毒ガス工場の元工員の方の証言（過去から現在に続く加害と被害）、「踊り伝える東京大空襲」（過去から現在に続く被害）として鈴木一琥氏の舞踊、知花昌一さんによる沖縄の現状の証言（過去と現在の戦争）、ビキニ水爆被爆者の大石又七さんの証言（現在に続く核被害）と、実に多様でかつ本質を突く証言者、そして体験を受け継ぎ伝えようと努力している若い女性を交えたパネルディスカッションを通じ、過去と現在そして未来について、深く考えさせられるものがありました。以下、報告です（私の脳みそ記憶ですので、正確ではありませんが・・・）。
　オープニングは山田公子さんによる美しいソプラノの「原爆許すまじ」（これは、みんなで歌いました）と「一本の鉛筆」の独唱。「一本の鉛筆」も本当にいい歌ですね。

	１


	あなたに　聞いてもらいたい　あなたに　読んでもらいたい
あなたに　歌ってもらいたい　あなたに　信じてもらいたい

■

一本の鉛筆があれば　私は　あなたへの愛を書く

一本の鉛筆があれば　戦争はいやだと　私は書く 



	２
	あなたに　愛をおくりたい　あなたに　夢をおくりたい
あなたに　春をおくりたい　あなたに　世界をおくりたい

■

一枚のザラ紙があれば　私は子どもが欲しいと書く

一枚のザラ紙があれば　あなたを返してと　私は書く 


一本の鉛筆があれば　八月六日の朝と書く
一本の鉛筆があれば　人間のいのちと　私は書く


☆美空ひばりさんの歌（ユーチューブ）紹介
http://www.youtube.com/watch?v=vu6eWArFrao
· 丹藤まさみさんの歌（ユーチューブ）紹介
http://www.youtube.com/watch?v=6gfmd12viAU&feature=related
　そして、堀川陽子さんの美しいフルートの演奏（「夏の思い出」一曲だけだったので、もう少し聴きたかった気が･･･）、にぎやかでリズミカルなチャンゴ・サルムノリ演奏、平野徹さんの被爆証言と「昭和の家族」という赤紙で連れて行かれたお父さんの歌（演歌かな？）・・・平野さんのお父さんのことを歌われたのかもしれませんが、当時は日本中で、こういう光景があったのだろうな、と思いました。
　実行委員長挨拶の後、武田民政さんの被爆証言・・・平野さんと同様「ピカッとした光、爆風、熱傷、そしてやがてあたりが真っ暗になる、また、徐々に夕焼けのように明るくなり、真っ黒いオイルのような雨が降る中を必死で逃げる、途中の無数の無残な死体、うめき声の惨状･･･今、生きているのは奇跡、二度とこんなことはいやだ」

　次に重慶爆撃訴訟団･楽山来日団の原告・李本澤さんの証言。「父は印刷工場を経営し豊かに暮らしていましたが、日本軍による楽山爆撃で全壊、母、叔母、姉、弟が死にました。暮らしていけなくなった父は、私を売りました。これが、その時の証文です」と、その証文の紙を広げられました･･･敗戦間近に日本は米軍の空襲によって全国で被害者が出ましたが、その前に日本軍は無差別爆撃で罪のない他国の人々を殺傷し、現在にまで続く苦悩を与えていたのですね・・・
でも、支援団の方は「ヒロシマ･長崎市民の平和を学ぶ努力･精神に学びたい。一緒に反戦運動に参加し、爆撃被害者自身が戦争賠償訴訟活動を通じて中日人民の真の友好関係を築いていきたい」といわれました。この支援団の男性と女性については、どこかで会ったような気がしましたが･･･これは翌7日の大久野島毒ガス工場跡フィールドワークで明らかになりました！
　休憩の後、沖縄読谷村議の知花昌一さん、大久野島元毒ガス工員の藤本安馬さん、元第五福竜丸乗組員の大石又七さん、「戦争と市民」展の若者代表として広島修道大学4年生の女性、4人のパネラーによるディスカッション。

　藤本さんの証言で印象に残ったところ

「1941年15歳の時に『お金をもらいながら勉強できる』というので喜んで島に来ました。『ススメ　ススメ　ヘイタイ　ススメ』『日の丸･君が代』軍国主義教育を受けて、毒ガス製造は天皇陛下に奉仕することで、とても立派なことだと思っていました。オオカミに育てられた人間はオオカミになるのです。

権力は、この教育の力を知っています。私は鬼の親に育てられて鬼になったのです。今、私はこの鬼にゴボウくらいの大きさのヤイトをすえて退治してやろうと思って運動しています」

「ヤイト」とは、広島の北の島根県石見で育った私には、とっても懐かしい言葉で、お灸のことです。小さいころ私は祖父に「いうこときかんかったらヤイトすえちゃるけー」と脅されましたが、私はいうことを聞くイイ子だったのでヤイトされずにすみました・・・
元第五福竜丸乗組員の大石又七さんのお話で印象に残ったところ

「アメリカ軍のビキニ水爆実験で被爆した元第五福竜丸乗組員は23人いましたが、私は生き残っている9人のうちの一人です。ビキニ事件は20世紀最大の地球環境汚染と核拡散を助長してしまった事件であって、過去の終わった事件ではないのです。

私たちがマグロ漁操業中に被爆した水爆『ブラボー』は、広島型原爆の約1000倍15メガトン・・・といってもピンと来ないかもしれませんが、太平洋戦争で日米軍が3年8ヶ月に使った砲爆弾総量をＴＮＴ火薬に、広島・長崎の原爆も加えて全部で3メガトンといわれているんです。実験場から130キロも離れていたのに、大量の『死の灰』が降り積もり、その灰には広島原爆の爆心地から800ｍ範囲内の放射線が含まれていたのです。
そんな大事件なのに、日米政府は被害者の頭越しにわずか9ヶ月で政治決着し、真相を握りつぶしました。今、アメリカの公文書館で資料が公開され、政治取引の内容が次々と出てきています。日本政府が政治決着を急いだのは、原子力技術と原子炉の導入を引き換えにしていたんです。事件の翌年に原子力協定仮調印、その翌年に原子炉が東海村に送られてきました。その中心にいた政治家は中曽根です。日本の原子炉の火はビキニ事件の被害者を人柱にして点いたといってもいいと思っています。
私たちは政治決着の日から、被爆者でなくなり、発病しても死んでも被爆の結果とは認められません。原爆手帳もありません。私の最初の子どもは死産で『障害児』でした。私自身もガンを発病しています。でも偏見と差別を恐れて15年間も東京の人ごみに隠れていました。でも何もいえずに次々に亡くなっていく仲間たち。ますます増え続ける核兵器。私はもう我慢ができなくなり、1968年の『第5福竜丸が夢の島に捨てられていた』という新聞記事を見て、押さえていた口を開きました」

知花昌一さんは、現在も戦争の中にある沖縄米軍基地の現実。そして、文科省による沖縄戦の歴史事実の書き換えとの闘いを中心に話されました。

最後の大学4年生の若い女性のお話で印象に残ったところ

「広島で生まれ育ち、小さいころから、『平和、平和、平和』と、ずっと言われ続けて、『平和』という言葉に、何かウソっぽい感じがしてきていました。『平和』って、ただ、戦争がない状態だとは思えないし・・・だから、実行委員会に最初から加わって、戦争や平和をテーマにドイツの高校生の作品や韓国・ドイツ・日本の画家の作品を展示する『戦争と市民』展の準備を一生懸命してきましたが、『であう、わかる、つくる　８・６ヒロシマ』という、このメインテーマも最初は『であう平和、わかる平和、つくる平和　８・６ヒロシマ』にしようという話もありましたけど、『平和』という字を取ることにしました。

　準備はとっても大変で仲間達と、『こんなことできないよー』とか喧嘩しながら、でも、そういうぶつかり合いがとても大事で、その中でお互いへの理解も深まりました。」

　この集会は若い女性もけっこう参加していましたので、とても頼もしい気がしました。

　パネラーへの質問や感想が会場の参加者から出る中で、私もアピールさせていただきました。このアピールの後、会場においてもらっていた『たたかう！　社会科教師』（社会批評社）は10冊完売し（「もっと、持ってこなくっちゃ」といわれました）、ＤＶＤも15枚売れました！
　集会終了後、広島や福岡から来られていた教員の方たちを中心に15人ぐらいで交流会を持ちました。１９９７年の足立十六中事件（詳細は『教育を破壊するのは誰だ！　【ドキュメント】東京足立十六中学事件』社会評論社）からの私の平和教育への攻撃の歴史をじっくりと聞いていただき、広島の教員の方からは学校への『日の君』攻撃のすさまじさ、それとの闘いなど・・・残念ながら組織的にはできず、本当にシンドイ『個人の闘い』になっていることなど聞きました。

（２）８月７日　大久野島フィールドワーク
　ホテルでは本来７時から朝食のところ、７：１０に出発するため、私たちのグループ（けしば杉並区議が団長サンかな？）はホテルに特別に頼んで６：３０から朝食・・・ということで眠かったのですが５時半に起床、６：３０には荷物を全部持って食堂に行き、しっかりと腹ごしらえ（腹が減ってはイクサはできませぬゆえ！？）。

竹原市にある大久野島は広島からかなり遠いのです。まずホテルからタクシーで広島駅前までいき、そこでレンタカーのミニバスに乗り換えて出発し、山の中をかなり走り、忠海（ただのうみ）桟橋に着いたのは、９時頃でしたか・・・外はもちろん真夏の暑さ・・・暑さに弱い私は閉口。案内してくださる昨日のパネラーの元毒ガス工場工員の藤本安馬さんとともに９時半に定期船に乗り、１２分で島に到着、上陸。ここは国民休暇村になっているので（第一号だそうです・・・理由は後で分かりました）、休暇村ホテルまで無料バスで数分で着きます。
島には可愛いウサギがごろごろ！？　いました。茶やら黒やらぶち！？　やら、いろんな色のウサギがいます。なんでも、どこかの小学校で飼っていたアナウサギをここに放したら野生化し繁殖してどんどん増えていったそうです。鹿センベイならぬ『ウサギのえさ』が一袋１００円で売られていました（私は買いませんでしたが）。本当に綺麗な海と森の緑、可愛いウサギたち・・・一見したところでは、昔ここで毒ガスを製造していた、とは、とても思えない、のどかな、のどかな風景が広がっています。
１０時から、会議室（研修室かな？）で藤本さんのお話をじっくりと聞きました。藤本さんは、当時の毒ガスの作り方を図にして教えてくださいました。ここでは猛毒のルイサイト、イペリットなどが１９２９年から１９４４年まで１５年間に６６１６トンも製造されたそうです。当時の村長だか村議会だかが、世界大恐慌の不況の中での企業誘致！？　の成果として、陸軍の工廠ができると決まった時には大喜びでお祝いだったそうです。

さて、敗戦時に島に残っていた毒ガスは３２７０トン・・・ということは約３４００トン近くの毒ガスを日本軍は、ばら撒いたわけです。場所は主に中国でした。そして、敗戦時に遺棄した日本軍の毒ガスで、今も子どもを含めた中国の人たちが傷つけられている（死者も）現実があります。

当時、日本では「大久野島で毒ガスは作っているけど、実際には使ってはいない」などといわれたそうですが、それは、とんでもないウソでした。しかも、藤本さんのお話では、毒ガス製造装置は爆発しないようにバルブから少量はガスが漏れ出るように設計されていて、その高さが２．３メートルのところにあり毒ガスは空気より重いため、防護服を着ていた工員も多くの人が毒ガス被害を受けているのです。風向きにより、いろんな方向に毒ガスが流れていくので、国家総動員法による徴用で風船爆弾つくりをしていた女学生たちも被害を受けたそうです。
では、島に残っていた３２７０トンの毒ガスはどうしたのか？　これはフィールドワークの案内人で「大久野島から平和と環境を考える会」の山内さん（名調子の名ガイド！）に場所を示しながら教えてもらいましたが、ＧＨＱの主にオーストラリア軍が中心になって処分（捨てる！？）・・・四国沖の太平洋に捨てたり、島の防空壕に入れて入り口を閉じたまま・・・つまり、現在もそこにある！？　「最近、島のすぐ近くの海（８０ｍ）に捨ててあるのが見つかりました。ほら、あの黄色いブイの浮いているところです。この８月１２日に引き揚げることになっています」・・・海に捨てる過程でパイプが外れる事故があり、募集されて作業をしていた若い日本人男性がひどい被害にあったそうです。
でも、現在も毒ガス後遺症の続く日本人被害者たちへの補償は今もってなく、障害者として認定されれば『救済』！？　措置として、月１４万円だかが出るそうです。「責任を認めての補償は絶対にしない。でも、かわいそうだから少しは助けてあげるよ」、これは原爆被害者に対するものと全く同じに日本政府の立場なんですね・・・空襲被害者にはそれすらせず「戦争だったんだから、しかたないだろ？　受忍せよ」なのでした・・・
島では今もって毒ガスの原料の砒素を含む土が現れたりするので、そういう危険な土などは秋田県の大館の施設に運んで処理をしている、ということでした。「最終的にはどのようにしているのか？」と山内さんが秋田県だったか、環境省だったかに問い合わせたら（現在、島の管理は環境省）「それはいえないが、安全に処理している」だったそうです。原発の核のゴミと同じで、結局、毒ガス兵器の最終処分といっても、そのものの無害化などはできず、密閉！？　して、どんどん溜め込んでいるだけなのでしょうか？
さて、このフィールドワークには、昨日の８・６集会で証言された重慶爆撃訴訟団の原告の方とその支援団の男性と女性も参加されていました。そして、実は、この支援の男性に私はなんとなくどこかで会ったような気がしていたのです。歩きながら彼は、私に近づき中国語で話しかけられます。もちろん、ほとんど分かりませんが「ハルビン、ハルビン」という言葉は聞き取れました。「あっ！？　もしかして、去年の9・18ハルビン731部隊国際シンポで私がアピールしたときにいらっしゃった方かな？」と思いました。しかし、言葉が通じないもどかしさ・・・
そこで、休暇村ホテルでの美味しいタコメシ・ランチの時、彼の隣に座り、前に座ってくれた中国からの若い留学生（来年、広島大に入学が決まっているそうです）に通訳を頼んだら、やっぱり！！！

「私は、ハルビンの731部隊シンポであなたのアピールを聞き、裁判所への『免職撤回』判決要請署名をしました。一緒に来ている支援団の女性・郭立紅さんも署名しましたよ。昨日、アピールされた時、そうじゃないかな、と思いましたが、確信がなかったんですが、今日、一緒に行動していて、そうだ、と確信しました」！！！

　やっぱりそうだったんです！　彼は楊追奔さんで「楽山市人代常務委員・楽山市８・１９大爆撃史実研究会秘書長」という肩書きを持っていらっしゃいました。去年の9月18日は四川省の楽山から、黒龍江省ハルビンのシンポに参加してらしたんですね。そして私のアピールを聞き、署名してくれ、それから約11ヵ月後ヒロシマで、千葉から来た私と再会した！　というわけです。

奇跡的！？　それとも必然的！？　世界は狭い！？　楊さんや郭さんと硬く握手し、署名のお礼を言い、しかし、裁判官があまりにも歴史常識が欠落していて都教委の言いなり判決を出し、さらに控訴して闘っていることを報告しました。　彼らは9日に長崎での集会にも参加し、それから東京に戻って楽山に帰るそうです。

さて、15：00の船で島を出て、18：44の新幹線で広島を発ち、帰宅したのは8日の午前0：10！？　携帯電話の万歩計を使った方によれば大久野島ほぼ一周4.3キロのフィールドワークで歩いた距離は八千歩・・・日露戦争時の砲台跡などは少々、坂も上らねばならず�、猛暑の中で疲れましたが、本当に充実したヒロシマ・大久野島の旅でした！
　皆様も、ぜひ、機会がありましたら大久野島フィールドワークに参加してみてください！　ホテルには温泉もありますよ。そうそう・・・大久野島が1961年に国民休暇村第1号になったわけは、当時の池田勇人首相が竹原市の出身だったので、竹原市が陳情したら二つ返事で「『大久野島は毒ガス島』といつまでも言われていてはいけないから、国民休暇村にしてイメージを変えよう」となった、ということを案内人の山内さんから聞きました。
